
告 
 

示 

  
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
意
見
の
概
要
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
し
、
及
び
当
該
意
見
を
次

の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

意
見
の
概
要 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
仮
称
）
ベ
ル
ク
越
谷
花
田
店 

 
 

 

埼
玉
県
越
谷
市
花
田
一
丁
目
十
七
―
二
外 

 

ロ 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
そ
の
他
の
意
見
の
概
要 

 
 

 

花
田
店
の
建
設
予
定
地
は
、
第
二
種
住
居
地
区
に
敷
地
面
積
が
五
千
六
百
四
十
二
・
三
八

平
方
メ
ー
ト
ル
と
小
さ
な
土
地
に
二
千
八
百
五
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
の
店
舗
と
約
五
百
平

方
メ
ー
ト
ル
の
屋
上
駐
車
場
へ
昇
降
す
る
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
を
建
設
す
る
こ
と
自
体
に
無

理
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
予
定
地
の
北
側
（
住
民
宅
地
か
ら
見
れ
ば
南
面
で
す
。
）
は
、

道
幅
六
メ
ー
ト
ル
道
路
を
挟
ん
だ
第
一
種
住
居
地
区
に
は
既
に
、
空
き
地
は
無
く
全
て
個
人

住
宅
と
し
て
人
が
住
ん
で
い
る
状
況
の
地
域
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
地
域
に
高
さ
が

七
メ
ー
ト
ル
弱
で
、
そ
の
長
さ
が
約
百
メ
ー
ト
ル
の
建
築
物
（
ス
ロ
ー
プ
を
含
む
建
物
）
を

建
設
す
る
場
合
は
、
そ
れ
な
り
に
近
隣
住
民
に
対
し
て
配
慮
が
有
っ
て
も
良
い
と
云
う
も
の

で
す
。 

 
 

 

ま
た
、
同
店
は
屋
上
駐
車
場
を
含
め
て
三
か
所
設
け
ら
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
駐
車
場
の
全
て
の
出
入
口
は
、
道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
二
一
七
一
号
線
の
同
一
方

向
に
二
か
所
と
、
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
三
〇
一
七
一
号
線
の
一
方
通
行
を
入
っ
た
箇
所

に
二
か
所
の
出
入
口
あ
り
、
こ
れ
ら
駐
車
場
へ
入
る
場
合
は
、
北
越
谷
駅
方
向
か
ら
自
動
車

で
来
店
し
た
場
合
は
、
左
折
で
入
場
で
き
る
も
の
の
、
北
越
谷
駅
に
向
か
っ
て
同
店
の
駐
車

場
に
入
る
場
合
は
、
右
折
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
幅
の
市
道
二
一
七
一
号
線
が
右
折
車
で
、
重
大
な
渋
滞
や
交
通
事
故
が

予
測
さ
れ
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
同
店
の
駐
車
場
か
ら
出
る
場
合
は
、
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の
市
道
三
〇
一
七
一
号

線
、
市
道
三
〇
一
九
一
号
線
、
市
道
三
〇
一
九
四
号
線
の
住
宅
地
域
の
道
幅
六
メ
ー
ト
ル
の

道
路
を
使
用
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
近
隣
住
民
の
交
通
安
全
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
計
画
は
、「
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
配
慮
す
べ
き
事
項
に
関
す
る
指
針
（
経

産
省
告
示
第
十
六
号
）
」
（
以
下
「
第
十
六
号
告
示
」
と
略
す
。
）
に
、
反
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

埼
玉
県
告
示
第
二
百
六
十
九
号



 
 

 

具
体
的
に
は
、第
十
六
号
告
示
の
二(

一)

②｢

イ
効
率
的
な
駐
車
場
形
式
の
選
択
及
び
駐
車

場
の
出
入
口
の
数
、
位
置｣

で
は
、｢

駐
車
場
の
出
入
り
は
左
折
を
原
則
」
と
さ
れ
、
か
つ
、

｢
ハ
駐
車
場
の
分
散
確
保｣

で
は
、｢

周
辺
道
路
の
交
通
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
と
予
測
さ

れ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
設
置
者
は
適
切
な
位
置
に
複
数
の
駐
車
場
を
設
置
す
る｣

と
さ
れ

て
お
り
花
田
店
の
計
画
は
、
こ
の
第
十
六
号
告
示
を
無
視
し
た
近
隣
住
民
の
交
通
安
全
や
、

右
折
車
に
よ
る
交
通
渋
滞
や
事
故
を
、
全
く
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
建
設
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

 

私
た
ち
は
駐
車
場
分
散
案
を
ベ
ル
ク
社
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
「
お
客
様
を
大
き
な
道
幅
十

六
メ
ー
ト
ル
の
道
路
を
渡
ら
せ
る
よ
う
な
計
画
は
出
来
な
い
」
と
何
ら
、
ベ
ル
ク
社
と
し
て

考
慮
す
る
姿
勢
を
見
せ
ず
、
交
渉
担
当
者
か
ら
即
答
で
、
私
た
ち
の
提
案
を
切
り
捨
て
、
同

社
が
決
定
し
た
当
初
の
計
画
通
り
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

さ
ら
に
、
周
辺
の
ベ
ル
ク
の
お
店
の
状
況
を
調
べ
る
と
下
記
の
と
お
り
東
越
谷
店
は
、
第

二
種
住
居
地
域
で
隣
接
す
る
個
人
住
宅
は
南
面
側
に
三
戸
有
り
ま
す
が
、
店
舗
の
南
側
で
あ

り
、
お
客
様
通
路
か
ら
外
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
店
舗
の
存
在
に
よ
る
被
害
は
少
な
く
、
か
つ
、

敷
地
総
面
積
が
九
千
八
百
三
十
・
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
に
、
店
舗
面
積
が
二
千
百
四

十
二
・
六
六
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
物
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
店
舗
の
高
さ
が
七
・
二
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
近
隣
被
害
は
、
花
田
店
よ
り
も
軽
い
と
云
え
ま
す
。 

 
 

 

越
谷
西
方
店
は
、
準
工
業
地
域
に
敷
地
総
面
積
が
約
七
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
に
店
舗
面

積
が
二
千
九
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
か
つ
、
建
設
当
時
は
、
近
隣
住
民
が
極
端
に
少
な
い

状
況
で
、
こ
こ
の
店
舗
も
近
隣
被
害
は
、
花
田
店
よ
り
も
軽
い
と
云
え
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
よ
う
に
比
較
し
て
分
か
る
と
お
り
、
今
回
の
花
田
店
の
出
店
計
画
地
の
周
辺
に
は
、

既
に
多
く
の
住
民
が
住
ん
で
い
る
地
域
で
あ
り
、
し
か
も
他
店
舗
と
比
較
し
て
も
花
田
店
の

計
画
敷
地
は
、
ベ
ル
ク
社
も
「
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
建
物
用
地
と
し
て
、
や
や
狭
い
敷

地
」
と
、
私
た
ち
に
宛
て
た
平
成
二
十
五
年
一
月
十
七
日
付
け
『
「
要
望
書
」
へ
の
ご
返
答
』

で
も
認
め
て
お
り
、
花
田
店
を
他
店
と
同
様
な
規
模
店
舗
と
す
る
建
築
計
画
案
は
、
近
隣
住

民
に
対
し
て
駐
車
場
か
ら
の
騒
音
や
、
来
店
客
の
帰
路
は
、
生
活
道
路
を
利
用
す
る
事
を
前

提
と
し
た
設
計
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
近
隣
住
民
に
対
し
て
、
生
活
環
境
の
犠
牲
を
強
い
る
建

設
計
画
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。 

 
 

 

私
は
、
ベ
ル
ク
出
店
に
反
対
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
余
り
に
も
小
さ
な
敷

地
に
、
他
店
と
同
規
模
で
大
き
な
店
舗
建
設
計
画
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
の
店
舗
の
上
に
屋

上
駐
車
場
を
設
け
る
計
画
は
、
一
極
集
中
的
な
店
舗
設
計
で
あ
り
、
店
舗
付
近
の
住
人
に
対

し
て
日
常
的
に
、
騒
音
や
交
通
安
全
等
の
生
活
環
境
を
破
壊
す
る
よ
う
な
計
画
で
有
る
と
考

え
ら
れ
る
事
か
ら
、
救
済
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

 
 

 

な
お
、
現
在
で
も
花
田
店
計
画
地
の
付
近
に
は
、
道
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
道
路
に
面
し
た
耕



作
放
棄
地
と
思
わ
れ
る
空
き
地
が
数
か
所
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
駐
車
場
を
設
け
、

屋
上
駐
車
場
や
ス
ロ
ー
プ
建
設
を
取
り
や
め
れ
ば
、
駐
車
場
の
分
散
化
も
可
能
と
な
り
ス
ー

パ
ー
予
定
地
付
近
の
車
の
渋
滞
や
、
交
通
事
故
の
可
能
性
が
低
減
す
る
ほ
か
、
近
隣
住
民
の

生
活
道
路
に
、
来
店
客
の
車
が
入
り
込
む
可
能
性
が
低
下
す
る
等
、
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。 

 
 

 

こ
の
た
め
駐
車
場
の
分
散
化
へ
の
見
直
し
や
、
店
舗
面
積
を
敷
地
面
積
に
見
合
っ
た
規
模

に
縮
小
す
る
な
ど
の
見
直
し
を
す
る
よ
う
に
お
願
い
を
す
る
も
の
で
す
。 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
五
年
三
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
五
年
四
月
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 


